
令和５年度　市民が共におこすまちづくり事業

市補助額 449,000 円 総事業額 893,179 円 補助対象経費 653,741 円

事業概要

【事業目的】

昨年度の補助事業で多くの方にモルックを知っていただけた。事業後の波及成果として令和６年度開催予定の1,000人規

模のモルック大会の候補地として今治市の名前が挙がっている。これから、今治でのモルックをより親しみがあり継続的

に続けていくことのできるスポーツとするために、指導者の育成や競技としての面白さを知ってもらいたい。

【事業内容】

①誰でも気軽に楽しむことのできるモルックの普及活動（体験会の実施・充実、ルールブックの作成）

②指導者講習会・競技者向け講習会の実施

③モルックの魅力を発信する２つの大会の開催（第１回いまばりモルックカップ（交流大会）および第３回モルックえひ

め大会（競技大会）の開催）

市民活動推進事業に対するコメント概要

事業名 今治市モルック普及事業Ⅱ

実施団体名 一般社団法人ＡＮＴ

事業の発展性

2年間の補助事業で今治市にモルックが根付き、広がっている。市内外で得たモルックを通じた繋がりを更に強固にしつ

つ、指導者の育成、体験会などを行い、今後も競技大会・交流大会双方の回を重ねて、いろんな世代、いろんな立場の人

達、市の中と外といった交流の場をモルックを通して作っていきたい。
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＜事業を実施しての効果＞

地域のイベントなどで体験会を積極的に開催し楽しんでいただき、地域でのモルックの取り組みに繋がった。また、競技

モルックのトッププレイヤーを講師に迎え、上達のコツや指導のポイントなどを教えていただく事ができた。それらをま

とめたものと、ルールをまとめた冊子を作製したので、モルックに興味のある方に配布して普及を進めたい。レクリエー

ション大会の他日本モルック協会公認の大会を開催し、2日間の日程で行ったので今治に滞在して観光なども楽しんでい

ただけた。日本モルック協会ともやり取りをしたことで、令和６年６月に第２回ジャパンオープンが今治で開催されるこ

とが決定した。

＜事業を実施しての問題点＞

モルックの認知度は上がっているが、大会などでルールを間違って覚えていたり把握していないところもあり、他の参加

者とトラブルになることもあった。

地域で大会を開催したいがやり方がわからないとの問い合わせを多くいただいた。

＜問題点に対する解決策＞

体験会などで冊子を配布し、公式ルールを理解してもらう機会を設ける。

大会運営に係る資料等を準備し、支援できる体制を作る。
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＜総評＞

・昨年度に続き2回目の事業として、より一層の普及が期待できる。継続性については、市民活動推進事業の補助金は上

限まで受けているので、これから補助金が無くなっても知恵を絞って頑張って欲しい。

・今後モルック人口の増加はある程度までだと思うので、これからも定着に向けて後進を育て、継続して実施していく必

要があると思う。

・「モルック」という言葉を最近よく耳にするので、普及している表れだと思う。モルックが今治に定着されつつあり、

素晴らしい。活動が今年6月に今治市で開催される第2回モルックジャパンオープンの大会に結び付き、規模が大きいと

準備等大変だと思われるが、仲間と一緒に頑張っていただきたい。

・費用対効果だけでなく経済効果も高い素晴らしい大会・事業だと思う。

・モルックの知名度もあがってきて底上げができている。幅広い人の交流と、今治への人の誘致につながってきている。

「今治の大会はおもしろい」と評価されているとのことだが、おもてなしなどメンバーが動いて作り出しており、今後に

も非常に期待できる。

・今後のジャパンオープンの今治開催などに繋がっており、事業の広がりが感じられる。また、今治市への集客・経済効

果という面では補助金以上の効果が期待でき、補助金が生かされていると感じた。
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